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学　位　論　文　題　名

Synthesis of the ABCDEF-Ring of Ciguatoxin 3C
（シガトキシン 3Cの ABCDEF環の合成）

　渦鞭毛藻から単離された海産天然物であるシガトキシン類は、熱帯及び亜熱帯地域で頻発する自然
毒食中毒・シガテラの一原因物質として強力な神経毒性を示す。しかし、渦鞭毛藻による産生量は極
微量であるため、シガテラ中毒の予防と治療に関わる生物学的研究に必要量を確保することは困難と
なっている。その類縁体の１つであるシガトキシン 3C は縮環状ポリエーテルに分類され、A環から
M環と名付けられた 5～9 員環を含む 13 個の環状エーテルを有すること、LM環を除く縮環部がすべ
てトランス配置であること、非ペプチド性分子としては分子サイズが巨大であること、などの構造的
特徴を有する。この特異な構造は、有機合成化学的に極めて興味深く、難度の高い全合成の標的構造
とされている。申請者は、分子をいくつかの小フラグメントに分割し、それらをそれぞれ合成後、順
次連結していく収束的な合成がシガトキシン 3C の全合成には有効であると考え、左側のセグメント
である ABCDEF環部位の合成研究を展開した。
　本論文で著者は、ABCDEFを収束的に合成するための AB環セグメントの大量合成を行い、次い
で、AB環との連結のための連結部位を有する EF環セグメント合成を達成した後、ABCDEF環の
収束合成に成功した。また、全合成へ向けた展開研究として、ABCDEF と HIJLM環構造を連結す
る効率的な方法についての研究から有用な方法論を提案している。
　本論文の内容は、海産天然物全合成研究における大きな進展であると共に、有機合成化学分野の発
展に寄与するものである。よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるもの
と認める。


